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１．はじめに  

 鉄道関係の盛土は，かなり厳しい制約条件を受ける土構造物である．それらの既設盛土のり面を急勾配化す

るために従来用いられてきた補強土留め壁の構造形式は，壁面工と大径棒状補剛材（直径 30～40cm 程度）に

加えて攪拌混合杭（地盤改良杭）が一対となったものが多い 1)．これに対し，今回報告する補強土留め壁は，

盛土中にコンクリート殻などの障害物が存在し攪拌混合杭の施工が困難であったため，攪拌混合杭の替わりに

Ｈ型鋼によるすべり抑止杭兼用の仮設土留め杭を用い，棒状補剛材には中径（直径 17cm）のものを用いた． 

本報は，鉄道構造物として従来にない構造形式を採用した補強土留め壁の動態観測結果について報告するも

のである．なお，本構造物は，JR 北陸本線の小松駅付近連続立体交差化事業の一部で施工されたものである． 
２．構造・計測の概要  

 図－1 に，補強土留め壁の構造概要を示す．補強土留め壁

背面 7m 程度の位置に営業線があり，壁面工の平均高さ 3m

程度，棒状補剛材 2～3段，施工延長 130m である． 

 計測は，土留め壁変位とアンカー軸力について行った．

土留め壁変位は，H 鋼杭上端を GL±0.0m として挿入式傾斜

計により杭下端（GL-9.5m）から 1.0m ピッチで測定した．

アンカー軸力は，土留め壁背面を深度 0m として深度-5.0m

まで芯材鉄筋にひずみ計を 5箇所貼り付けて測定した． 

また，計測は，アンカー段数が 2段と 3段（図－1）の範

囲で，各 1 断面ずつ行った．両断面での計測結果は，概ね

同様なものとなった．後述する計測結果は，代表としてア

ンカー3段の断面におけるものである． 

３．動態観測  

3.1 土留め壁変位 

 図－2 に，各施工段階における土留め壁変位の深度分布を示す．

アンカー設置に伴う各次掘削深度は，アンカー位置－0.50m で施

工を行った．図中の設計値は，土留め弾塑性解析により求めたも

のである．土留め壁変位は，全般的に頭部変位が大きい前倒れ現

象を示しており，この傾向は上載盛土の影響により助長されたこ

とが考えられる．壁変位の計測値は，いずれも設計値と比較する

と半分以下であり，土留壁の安定性として問題がないと考える．

各掘削段階の増加傾向としては，1 次と 2 次の掘削段階の変位増

分が他の掘削段階に比べると比較的大きく増加しているが，3 次

掘削以降は頭部変位がやや抑えられている傾向を示すことから，

ここでアンカー効果が発揮されているものと評価できる． 
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 図－3 に，土留め壁変位の経時変化を示す．全

体的な変位の出現傾向としては，各次掘削段階で

およそ共通した挙動が見られ，初めに掘削の影響

を受けて壁変位が出現し，その後クリープ変位が

継続するが，アンカー定着によって壁変位の増加

傾向が減じられる．掘削深度が浅い場合にはアン

カー定着の効果でクリープ挙動が止まりやすいが，

深度が深くなるにしたがって，アンカー定着を実

施してもクリープ変位の収束時期が遅くなる傾向

を示している．壁面工のコンクリート打設後には，

壁変位はほぼ収束した傾向を示している． 

3.2 アンカー軸力 

 図－4 に，アンカー軸力の経時変化を示す．図

中の設計値は，土留め弾塑性解析により求めたも

のである．軸力値の出現傾向としては，1 段アン

カーの軸力が他段に比べて大きいということであ

り，頭部における壁変位のクリープ増加に伴って，

アンカー軸力も同様に増加する傾向を示している．

1 段アンカーの軸力は，掘削に伴って大きく増加

し，最終掘削完了時で軸力の増加傾向が収束して

いる．2 段と 3 段のアンカー軸力は，壁面工のコ

ンクリート打設に伴ってやや低下し，その後に安

定したほぼ一定値の挙動を示している．2 段と 3

段のアンカー軸力は，1段目に比べると明らかに小さい傾向を示しており，この原因には，掘削段階という施

工履歴の影響と掘削時の前倒れ変形モードの影響の 2つが考えられる．また，この挙動の相違から，アンカー

軸力を増加させる要因となる潜在すべり面は，土留め壁背面の 1段アンカーと 2段アンカーの境界を通る形で

生じているものと想定される．設計値と比較すると，1段アンカー軸力は，設計値よりも大きくなっているが，

2段および 3段アンカー軸力は設計値を下回っている．なお，１段アンカー軸力は，常時許容引抜き力の約 71％

であり，耐力的には問題がないものである． 

４．まとめ 

 本工法は，補強土留め壁として従来一般的であった大径棒状補剛材と攪拌混合杭の組合せ 1)の替わりに，中

径棒状補剛材（直径 17cm）とＨ型鋼によるすべり抑止杭兼用の仮設土留め杭を用いるものである．動態観測

を実施しながら施工を行った結果，本工法に関して次のことが明らかとなった． 

1） 壁変位挙動は，前倒れ傾向が得られた．壁変位の値は設計値以下であり，変位の収束結果が得られている

ことから，構造安定性としては問題がないと考えられる． 

2） 本工法では待受け支保構造となるため，壁変位にはクリープ挙動が出現する．これについては施工実績を

増やしてデータ集積を行うことにより，クリープ変位の収束範囲を明らかにする必要があると考える． 

3） 上部の１段アンカー軸力が，2 段と 3 段アンカーよりも大きくなり，壁変位のクリープ増加に伴って増加

する傾向が見られた．この原因として，上載盛土と待受け支保構造の影響が想定される．今後，上載盛土

がない条件で同様な工法の施工実績を積むことにより，この問題を解決する必要があると考える． 
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